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市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
よ
り
市
議
会
に

対
し
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
議
員
改
選
後

の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
の
皆
さ
ま
か

ら
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
第
14
代
石
巻
市
議
会

議
長
と
い
う
大
任
を
拝
し
ま
し
た
。
そ
の
重
責

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
石
巻
市
は
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
、
避

け
て
通
れ
な
い
厳
し
い
課
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
震
災
か
ら
15
年
と
い
う
節
目
を
越
え
、
私

た
ち
が
今
な
す
べ
き
こ
と
は
、
将
来
世
代
に
過

度
な
負
担
を
先
送
り
せ
ず
、
持
続
可
能
な
街
の

土
台
を
築
く
た
め
の
「
責
任
あ
る
議
論
」
で
す
。

　

目
先
の
利
益
に
と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、

未
来
の
石
巻
を
ど
う
描
く
か
。
そ
の
大
局
的
な

視
点
こ
そ
が
、
今
、
市
議
会
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
い
か
な
る
困
難
な
課
題
に
対
し
て
も
、

会
派
の
垣
根
を
越
え
て
建
設
的
に
向
き
合
い
、

石
巻
の
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
の
議
論
を
深
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
議
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
切
実
な
声
を

市
政
へ
届
け
る
「
対
話
の
窓
口
」
で
あ
り
、
同

時
に
市
政
の
舵
取
り
を
公
正
に
見
守
る
機
関
で

す
。
私
は
議
長
と
し
て
、
議
員
各
位
が
持
つ
多

様
な
知
見
と
情
熱
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
市

議
会
の
品
位
と
誇
り
を
守
り
抜
く
た
め
、
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
一
人
一
人
が
「
石
巻
を
よ
り
良
く
し
た

い
」
と
い
う
志
を
胸
に
活
発
に
議
論
し
、
切
磋

琢
磨
す
る
こ
と
で
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
真
に
信

頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
、
誠
心
誠
意
邁
進
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

５
月
24
日
の
選
挙
後
初
の
議
会
と
な
る
、
令
和

８
年
第
２
回
臨
時
会
が
、
６
月
10
日
、
11
日
に
開

か
れ
、
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
、
常
任
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会
お
よ
び
２
つ
の
特
別
委
員
会
の

設
置
な
ど
議
会
構
成
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
石
巻
市
議
会
副
議
長
を
拝
命
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
阿
部
正
敏
で
す
。
議
員
各

位
の
過
分
な
評
価
を
い
た
だ
き
ご
推
挙
を
賜
り

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
職
責
の
重
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
こ
の
度
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い

て
過
去
に
例
を
見
な
い
低
投
票
率
と
な
り
ま
し

た
。
市
民
の
市
政
へ
の
関
心
が
後
退
し
市
議
会

へ
の
信
頼
が
揺
ら
い
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
山
積

す
る
石
巻
市
の
課
題
は
待
っ
た
な
し
で
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
東
日
本
大
震
災
を
機
に
石
巻
市
の
人
口

は
一
気
に
減
少
局
面
に
入
り
、
２
０
２
６
年
に

は
既
に
13
万
人
を
割
り
込
み
、
地
域
経
済
は
大

き
く
後
退
し
、
地
方
交
付
税
へ
の
依
存
度
が
増

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し

て
い
く
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
厳
し
い
局

面
に
怯
む
こ
と
な
く
取
り
組
む
た
め
に
は
、
ま

ず
石
巻
市
議
会
の
安
定
を
最
優
先
に
取
り
組
み
、

奥
山
議
長
を
お
支
え
し
石
巻
市
議
会
が
一
丸
と

な
る
体
制
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
当
局
と
市
議
会
、
こ
の
市
政
両
輪
が
緊
張

感
を
保
ち
、
闊
達
な
議
論
を
交
わ
し
他
自
治
体

に
後
れ
を
取
る
こ
と
な
く
国
へ
の
財
源
確
保
の

働
き
か
け
を
強
め
、
市
民
の
付
託
に
応
え
る
役

割
を
果
た
し
、
市
民
か
ら
の
信
頼
の
回
復
に
努

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
石
巻
市
の
発
展
は
も
と
よ
り
東
松
島

市
と
女
川
町
と
二
市
一
町
石
巻
広
域
圏
の
発
展

を
見
据
え
、
石
巻
市
政
を
前
進
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

結
び
に
齋
藤
市
長
を
は
じ
め
市
当
局
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
、
甚
だ
楚
辞
で
は
あ
り
ま
す
が
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

副
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

議　
長
に 

奥
山 

浩
幸 

氏

副
議
長
に 

阿
部 

正
敏 

氏
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１番　原
はらだ
田　　豊

ゆたか

　①昭和55年1月24日
　②築山一丁目9-15
　③石巻あかつきの会

５番　奥
おくやま
山　浩

ひろゆき
幸

　①昭和38年9月18日
　②新栄二丁目3-15
　③無会派

10番　宇
うつのみや
都宮　弘

ひろかず
和

　①昭和50年9月18日
　②小船越字舟形60
　③凛生会

15番　佐
さとう
藤　雄

ゆういち
一

　①昭和54年9月1日
　②広渕字町46
　③無会派

４番　野
の つ
津　裕

ゆう
二
じ
郎
ろう

　①昭和62年3月15日
　②十八成浜
　③無会派

９番　千
ち ば
葉　正

まさゆき
幸

　① 　
　②桃生町
　③いしのまき未来の会

14番　我
あがつま
妻　久

く み こ
美子

　①昭和54年1月24日
　②須江字瓦山45-8
　③新燈石巻

３番　木
きむら
村　美

よしてる
輝

　①昭和45年3月9日
　②あゆみ野二丁目2-7
　③石巻あかつきの会

８番　早
はやかわ
川　俊

としひろ
弘

　①昭和34年7月15日
　②渡波字栄田
　③いしのまき未来の会

13番　谷
たに
　　祐

ゆうすけ
輔

　①昭和57年6月19日
　②貞山三丁目2-38
　③新燈石巻

２番　勝
かつまた
又　和

かずのり
宣

　①昭和47年5月15日
　②のぞみ野五丁目6-6
　③石巻あかつきの会

７番　都
とこう
甲　マリ子

こ

　①昭和60年6月27日
　② 　
　③いしのまき未来の会

12番　鈴
すずき
木　良

よしひろ
広

　①昭和46年10月16日
　②幸町6-32
　③公明会

６番　黒
くろ
須
す
　光
みつ
男
お

　①昭和22年5月3日
　②蛇田字新東前沼117-１
　③無会派

11番　浅
あさ
沼
ぬま
　賢
たか
史
し

　①昭和59年8月21日
　②北村
　③凛生会

新しい
　市議会議員を
　　　紹介します

石巻市の
４年間を

担う
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議席番号　氏名
　①生年月日
　②住所
　③所属会派

※個人情報は、議員の希望により、
　一部、非公開としています。

25番　髙
たかはし
橋　憲

けんえつ
悦

　①昭和31年5月3日
　②大瓜字小福地33
　③新燈石巻

20番　阿
あ べ
部　正

まさとし
敏

　①昭和29年6月8日
　②新橋1-20
　③凛生会

24番　渡
わたなべ
辺　拓

たくろう
朗

　①昭和35年7月17日
　②蛇田
　③公明会

19番　阿
あ べ
部　和

かずよし
芳

　①昭和35年2月24日
　②小積浜字田ノ入山1-3
　③いしのまき未来の会

28番　丹
たんの
野　　清

きよし

　①昭和22年5月12日
　②渡波町二丁目
　③石巻市民クラブ

23番　櫻
さくらだ
田　誠

せいこ
子

　①昭和36年9月14日
　②日和が丘
　③公明会

18番　遠
えんどう
藤　宏

ひろあき
昭

　①昭和45年8月31日
　②丸井戸三丁目
　③いしのまき未来の会

27番　大
おおもり
森　秀

しゅういち
一

　①昭和28年7月11日
　②桃生町樫崎字荒戸81
　③石巻市民クラブ

22番　西
さいじょう
條　正

まさあき
昭

　①昭和26年11月8日
　②北上町十三浜字崎山
　　178-13
　③凛生会

17番　阿
あ べ
部　浩

ひろあき
章

　①昭和37年9月20日
　②貞山
　③いしのまき未来の会

26番　後
ごとう
藤　兼

かずひこ
位

　① 　
　②のぞみ野
　③新燈石巻

21番　山
やまぐち
口　荘

そういちろう
一郎

　①昭和52年2月20日
　②錦町
　③凛生会

16番　齋
さいとう
藤　澄

すみこ
子

　①昭和44年5月3日
　②湊東
　③無会派

市議会議員
名簿

写　真

　石巻市議会議員一般選挙は、５月24日に投票が
行われ（投票率44.58％）、28人の新たな議員が
誕生しました。

石巻市民の代表として、
市政の発展に尽くしていきます。

議
長
・
副
議
長
選
挙
の
結
果

議
長
選
挙

副
議
長
選
挙

○
投
票
総
数　
　

28
票

　

有
効
投
票　
　

20
票

　

無
効
投
票　
　

８
票

○
有
効
投
票
中

　

奥
山　

浩
幸　

19
票

　

阿
部　

和
芳　

１
票

○
投
票
総
数　
　

28
票

　

有
効
投
票　
　

21
票

　

無
効
投
票　
　

７
票

○
有
効
投
票
中

　

阿
部　

正
敏　

21
票
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常任委員会構成を
紹介します

石巻市議会では、４つの常任委員会を設置しており、議員は必ずいずれ
かの常任委員会に所属することになっています。任期は２年です。 常任委員会

委員名簿

介
護
、
国
民
健
康
保

険
、
福
祉
、
市
立
病
院

な
ど
に
関
す
る
こ
と
を

審
査
し
ま
す
。

住
民
登
録
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
、
ご
み
処
理
、
教

育
な
ど
に
関
す
る
こ
と

を
審
査
し
ま
す
。

市
政
の
企
画
、
財
政
運

営
、
市
税
、
情
報
公
開

な
ど
に
関
す
る
こ
と
を

審
査
し
ま
す
。

農
林
水
産
業
、
商
工

業
、
観
光
、
労
働
、
都

市
計
画
、
市
営
住
宅
、

公
園
、
道
路
、
下
水
道

な
ど
に
関
す
る
こ
と
を

審
査
し
ま
す
。

委
員
長

�

山　
口　
荘
一
郎

副
委
員
長

�

木　
村　
美　
輝

委
員

�

佐　
藤　
雄　
一

�

遠　
藤　
宏　
昭

�

後　
藤　
兼　
位

�

大　
森　
秀　
一

委
員
長

�

千　
葉　
正　
幸

副
委
員
長

�

宇
都
宮　
弘　
和

委
員

�
勝　
又　
和　
宣

�

野　
津　
裕
二
郎

�

都　
甲　
マ
リ
子

�

渡　
辺　
拓　
朗

�

髙　
橋　
憲　
悦

委
員
長

�

阿　
部　
浩　
章

副
委
員
長

�

原　
田　
　
　
豊

委
員

�

黒　
須　
光　
男

�

我　
妻　
久
美
子

�

阿　
部　
正　
敏

�

櫻　
田　
誠　
子

�

丹　
野　
　
　
清

委
員
長

�

鈴　
木　
良　
広

副
委
員
長

�

早　
川　
俊　
弘

委
員

�

浅　
沼　
賢　
史

�

谷　
　
　
祐　
輔

�

齋　
藤　
澄　
子

�

阿　
部　
和　
芳

�

西　
條　
正　
昭

保
健
福
祉
委
員
会

環
境
教
育
委
員
会

総
務
企
画
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会
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２つの特別委員会を
設置しました

特別委員会は必要に応じて議会の議決で設置します。
６月11日に開催された第２回臨時会において、総合防災対策特別委員会
および公共施設マネジメント調査特別委員会の２つの特別委員会を設置
しました。

特別委員会
委員名簿

本
市
の
公
共
施
設
等
に
つ
い
て
、
人
口
構
造
の
変
化
、
震
災

復
興
事
業
後
の
施
設
保
有
状
況
、
施
設
の
老
朽
化
お
よ
び
将

来
の
財
政
負
担
等
を
踏
ま
え
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

推
進
に
関
す
る
諸
課
題
を
調
査
し
、
施
設
の
適
正
配
置
、
集

約
化
・
複
合
化
、
長
寿
命
化
お
よ
び
有
効
活
用
の
方
策
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
市
民
福
祉
の
向
上
お
よ
び
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
施
策
を
提
言
す
る
こ
と
を
目

的
に
設
置
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
今
後
の
大
規
模
災
害
等
の
危

機
に
備
え
、
減
災
・
防
災
対
策
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
東

北
電
力
女
川
原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策
の
ほ
か
、
こ
れ
ま

で
に
無
か
っ
た
新
た
な
災
害
に
対
し
て
も
安
全
・
安
心
な
市

民
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
必
要
な
調
査
・
検
討
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
設
置
し
ま
し
た
。

委
員

�

谷　
　
　
祐　
輔

�

佐　
藤　
雄　
一

�

髙　
橋　
憲　
悦

�
大　
森　
秀　
一

委
員

�

阿　
部　
和　
芳

�

渡　
辺　
拓　
朗

�

後　
藤　
兼　
位

�

丹　
野　
　
　
清

委
員
長

�

遠　
藤　
宏　
昭

副
委
員
長

�

原　
田　
　
　
豊

委
員

�

野　
津　
裕
二
郎

�

黒　
須　
光　
男

�

都　
甲　
マ
リ
子

�

宇
都
宮　
弘　
和

�

浅　
沼　
賢　
史

委
員
長

�

西　
條　
正　
昭

副
委
員
長

�

勝　
又　
和　
宣

委
員

�

木　
村　
美　
輝

�

早　
川　
俊　
弘

�

我　
妻　
久
美
子

�

齋　
藤　
澄　
子

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
調
査

特
別
委
員
会

総
合
防
災
対
策
特
別
委
員
会
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木　
村　
美　
輝

早　
川　
俊　
弘

浅　
沼　
賢　
史

谷　
　
　
祐　
輔

阿　
部　
浩　
章

遠　
藤　
宏　
昭

山　
口　
荘
一
郎

櫻　
田　
誠　
子

後　
藤　
兼　
位

丹　
野　
　
　
清

石
巻
地
方
広
域
水
道

企
業
団
議
会
議
員　

議会運営委員会等の
構成も新しく決まりました

議
会
を
円
滑
に
運
営
す
る
た

め
、
必
要
な
事
項
を
審
査
し

ま
す
。

　

本
会
議
お
よ
び
委
員
会

は
、
原
則
と
し
て
公
開
し

て
お
り
、
ど
な
た
で
も
傍

聴
で
き
ま
す
。

　

特
に
本
会
議
は
、
皆
さ

ん
の
生
活
に
深
く
関
わ
る

議
案
を
審
議
し
、
議
会
の

最
終
的
意
思
を
決
定
す
る

重
要
な
会
議
で
す
。
議
員

の
発
言
や
市
長
の
考
え
を

直
接
見
聞
き
で
き
る
貴
重

な
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

会
議
の
日
程
は
、
い
し

の
ま
き
市
議
会
だ
よ
り
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
受
付
場
所

　

市
役
所
６
階　

議
会
事

務
局

●
受
付
方
法

　

受
付
で
議
会
傍
聴
受
付

票
に
氏
名
お
よ
び
住
所
の

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

議
会
傍
聴
証
の
交
付
後

に
傍
聴
席
に
入
場
で
き
ま

す
。

委
員
長

�

阿　
部　
和　
芳

副
委
員
長

�

都　
甲　
マ
リ
子

委
員

�

原　
田　
　
　
豊

�

宇
都
宮　
弘　
和

�

鈴　
木　
良　
広

�

我　
妻　
久
美
子

�

西　
條　
正　
昭

�

髙　
橋　
憲　
悦

�

丹　
野　
　
　
清

勝　
又　
和　
宣

都　
甲　
マ
リ
子

千　
葉　
正　
幸

宇
都
宮　
弘　
和

鈴　
木　
良　
広

我　
妻　
久
美
子

西　
條　
正　
昭

髙　
橋　
憲　
悦

大　
森　
秀　
一

櫻　
田　
誠　
子

山　
口　
荘
一
郎

議
会
運
営
委
員
会

石
巻
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
議
会
議
員

石
巻
市
監
査
委
員

宮
城
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会

議
員　
　
　
　
　
　

議
会
を
傍
聴
し
て

み
ま
せ
ん
か
？　

※
団
体
で
の
傍
聴
を
希
望

　

さ
れ
る
場
合
は
、
事
前

　

に
議
会
事
務
局
ま
で

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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《《
会
派
構
成
》》

い
し
の
ま
き
未
来
の
会

�

６
人

石
巻
あ
か
つ
き
の
会

�

３
人

凛
生
会�

５
人

公
明
会�

３
人

新
燈
石
巻�

４
人

石
巻
市
民
ク
ラ
ブ�

２
人

無
会
派�

５
人

※
な
お
、
奥
山
浩
幸
議
員
は
、

い
し
の
ま
き
未
来
の
会
に

所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、

議
長
就
任
に
よ
り
無
会
派

と
な
り
ま
し
た
。

会
長

�

千　
葉　
正　
幸

幹
事
長

�

阿　
部　
和　
芳

会
計

�

都　
甲　
マ
リ
子

会
員

�

遠　
藤　
宏　
昭

�

早　
川　
俊　
弘

�

阿　
部　
浩　
章

会
長

�

木　
村　
美　
輝

幹
事
長

�

勝　
又　
和　
宣

会
計

�

原　
田　
　
　
豊

会
長

�

山　
口　
荘
一
郎

幹
事
長

�

宇
都
宮　
弘　
和

会
計

�

浅　
沼　
賢　
史

顧
問

�

西　
條　
正　
昭

�

阿　
部　
正　
敏

会
長

�

渡　
辺　
拓　
朗

幹
事
長

�

櫻　
田　
誠　
子

会
計

�
鈴　
木　
良　
広

会
長

�

後　
藤　
兼　
位

幹
事
長

�

髙　
橋　
憲　
悦

会
計

�

我　
妻　
久
美
子

政
務
調
査
担
当

�

谷　
　
　
祐　
輔

会
長

�

大　
森　
秀　
一

幹
事
長
兼
会
計

�

丹　
野　
　
　
清

�

黒　
須　
光　
男

�

齋　
藤　
澄　
子

�

佐　
藤　
雄　
一

�

野　
津　
裕
二
郎

�

奥　
山　
浩　
幸

第
２
回
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た

議
案
と
審
議
結
果

緊
急
質
問

　

令
和
８
年
６
月
10
日
お
よ
び
11
日
に
開
催
さ
れ
た

第
２
回
臨
時
会
で
は
８
件
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
原
案
可
決
等
し
ま
し

た
。

議
会
案

（
原
案
可
決
）

・
石
巻
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
そ
の
他

（
承
認
）

・
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
（
石
巻
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
（
石
巻
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
）

・
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
（
石
巻
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
）

・
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
（
石
巻
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）

・
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
（
令
和
７
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
専

決
第
２
号
））

（
同
意
）

・
監
査
委
員
を
選
任
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
（
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る
者
）

委
員
会
提
出
議
案

（
設
置
）

・
総
合
防
災
対
策
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
調
査
特
別
委
員
会
の
設

置
に
つ
い
て

問　
昨
年
６
月
に
87
歳
の
男

性
が
殺
虫
剤
の
誤
飲
で
死
亡

し
、
７
月
に
は
幼
児
も
誤
飲

し
た
。
市
は
死
亡
を
県
保
健

所
に
報
告
し
な
か
っ
た
。
ま

た
薬
剤
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

小
分
け
し
た
こ
と
は
、
医
薬

品
医
療
機
器
等
法
に
抵
触
し

て
い
る
。
私
の
町
内
会
で
も

事
故
を
受
け
て
、
６
月
２
日

に
三
役
会
で
市
か
ら
対
応
策

を
聞
い
た
が
、
実
際
の
指
導

が
な
く
、
強
い
危
機
管
理
の

欠
如
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

市
長
は
遺
族
と
幼
児
に
対

し
、
ど
の
よ
う
な
責
任
を
取

る
の
か
。
慰
謝
料
を
考
え
る

の
か
。

答　
社
会
的
道
義
的
責
任
を

感
じ
て
い
る
。
事
故
の
公
表

は
、
ご
遺
族
が
望
ん
で
い
な

い
と
認
識
し
て
い
た
た
め
、

ご
遺
族
側
と
市
の
認
識
に
相

違
が
あ
っ
た
。
遺
族
お
よ
び

幼
児
に
対
し
て
の
責
任
や
慰

謝
料
に
つ
い
て
は
、
現
在
も

捜
査
が
継
続
し
て
お
り
、
現

時
点
で
判
断
す
る
こ
と
は
困

難
と
考
え
て
い
る
。

１　

殺
虫
剤
の
配
布
事
故

に
つ
い
て

黒
須
光
男　
議
員

《石巻市議会事務局》

　

石
巻
市
議
会
で
は
、
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
市
政
運
営
、
議
会
運
営
に
つ

い
て
の
ご
意
見
・
ご
提
言
を
「
市

民
の
聲
」
と
し
て
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

提
案
や
意
見
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
の
ほ
か
、

議
会
事
務
局
窓
口
前
に
設
置
し
て

い
る
提
案
箱
へ
の
投
函
、
郵
送
な

ど
に
よ
り
随
時
受
け
付
け
し
て
い

ま
す
。

〒986-8501
　石巻市穀町14番１号
　TEL （95）5080
　FAX （96）2274
　Eメールアドレス
　assesc@city.ishinomaki.lg.jp

　
議
会
運
営
に
つ
い
て
皆
様

の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

ご
意
見
拝
聴

市民の聲

～「
市
民
の
聲こ
え

」～
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YouTube
石巻市議会チャンネル

石巻市議会
ホームページ 会議録の検索・閲覧

　本会議の模様はインターネット
（YouTube）で、生中継やこれまでの
録画配信をご覧になれます。

　市ホームページには、議会に関するさ
まざまな情報を掲載しています。議会の
日程や活動などをご覧になれます。

　本会議や委員会などの会議録は、
市ホームページや図書館、議会図書
室でご覧になれます。

議会の内容を知る

議　場　案　内議　場　案　内

記　者　席　・　傍　聴　席記　者　席　・　傍　聴　席

会計
管理者

病院局
事務部長

6
黒須光男

5
奥山浩幸

4
野津裕二郎

15
佐藤雄一

16
齋藤澄子

14
我妻久美子 

13
谷　祐輔

27
大森秀一

28
丹野　清

26
後藤兼位

25
髙橋憲悦

12
鈴木良広

11
浅沼賢史

23
櫻田誠子

24
渡辺拓朗

22
西條正昭

21
山口荘一郎

9
千葉正幸

10
宇都宮弘和

8
早川俊弘

2
勝又和宣

3
木村美輝

１
原田　豊

7
都甲マリ子

19
阿部和芳

20
阿部正敏

18
遠藤宏昭

17
阿部浩章

病院局長

保健福祉
部長

教育委員会
事務局長

市民生活
部長 産業部長 建設部長

企画部長

危機管理
部長

教育長

演　壇

質問者席

市　長 副市長 副市長 総務部長

議　長 局　長 事　務　局

ＤＡＴＡ 市総人口：129,004人【男：62,727人/女：66,277人/世帯数：62,531世帯（令和８年５月末日現在）】
発行／石巻市議会　　編集／広報広聴委員会　〒986−8501 宮城県石巻市穀町14番１号　☎0225−95−5080� 印刷／㈱鈴木印刷所
再生紙としてリサイクルできます。「ざつがみ」類に分別してください。


